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Ⅱ  卒 業 後 の 状 況 調 査 

 

１ 中 学 校 

（１）卒業者数  

卒業者数は 69,675 人（男子 35,398 人、女子 34,277 人）で、前年に比べ 522 人

（0.7％）減少し、６年連続の減少となりました。 

進路別にみると、高等学校等進学者は 68,680 人（構成比 98.6％）、就職者等は

168 人（同 0.2％）、専修学校（高等課程）進学者は 161 人（同 0.2％）、専修学

校（一般課程）等入学者は 25 人（同 0.0％）、公共職業能力開発施設等入学者は

11 人（同 0.0％）、前記以外の者等は 630 人（同 0.9％）となりました。 

なお、高等学校等進学者、専修学校（高等課程）進学者、専修学校（一般課程）

等入学者及び公共職業能力開発施設等入学者のうち就職している者 41 人（卒業者

の 0.1％）を含む就職者は 197 人となりました。          （表２－１） 

（２）進路状況 

ア 高等学校等進学者数  

高等学校等進学者数は 68,680 人（男子 34,861 人、女子 33,819 人）で、前年に

比べ 428 人（0.6％）減少しました。 

進学先をみると、高等学校全日制は 62,249 人（高等学校等進学者数の 90.6％）、

同通信制は 4,069 人（同 5.9％）、同定時制は 1,404 人（同 2.0％）、特別支援学

校高等部本科は 714 人（同 1.0％）、高等専門学校は 244 人（同 0.4％）の順とな

りました。 

高等学校等進学率は 98.6％で、前年に比べ 0.2 ポイント上昇しました。男女別

にみると、男子は 98.5％、女子は 98.7％で、前年に比べ男子は 0.2 ポイント、女

子は 0.1ポイント上昇しました。なお、全国平均は 98.8％（男子 98.7％、女子 99.0％）

となりました。                    （表２－１,図２－１） 

イ 専修学校（高等課程） 進学者数  

専修学校（高等課程）進学者数は 161 人（男子 55 人、女子 106 人）で、前年に

比べ 3 人（1.9％）増加し、卒業者数の 0.2％を占めました。 

（表２－１,表２－２） 

ウ 専修学校（一般課程） 等入学者数  

専修学校（一般課程）等入学者数は 25 人（男子 10 人、女子 15 人）で、前年と

比べ 11 人（30.6％）減少し、卒業者の 0.0％を占めました。 

入学先をみると、専修学校（一般課程）は２人、各種学校は 23 人で、前年と比

べ専修学校（一般課程）は２人（50.0％）、各種学校は９人（28.1％）それぞれ減

少しました。                     （表２－１,表２－２） 
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エ 公共職業能力開発施設等入学者数  

  公共職業能力開発施設等入学者数は 11 人（男子９人、女子２人）で、前年に比

べ７人（38.9％）減少し、卒業者数の 0.0％を占めました。（表２－１,表２－２） 

 

表２－１ 進路別卒業者数（中学校） 

 

 
構 成 比 対前年増減率 構 成 比 対前年増減率

69,675 100.0 △  0.7 70,197 100.0 △  1.7

Ａ 高等学校等進学者 68,680 98.6 △  0.6 69,108 98.4 △  1.8

本　　　科 63,653 91.4 △  6.6 68,185 97.1 △  1.8

高等学校 全 日 制 62,249 89.3 △  0.7 62,699 89.3 △  2.2

定 時 制 1,404 2.0 △  8.2 1,530 2.2 3.7

通 信 制 4,069 5.8 2.9 3,956 5.6 2.9

別　　　科 - - - - - -

本　　　科 - - - - - -

中等教育 全 日 制 - - - - - -

学校 定 時 制 - - - - - -

後期課程 通 信 制 - - - - - -

別　　　科 - - - - - -

高  等  専  門  学  校 244 0.4 △  2.8 251 0.4 8.2

特別支援 高 等 部 本 科 714 1.0 6.3 672 1.0 △  1.5

学校 高 等 部 別 科 - - - - - -

Ｂ 専修学校（高等課程）進学者 161 0.2 1.9 158 0.2 △  7.6

Ｃ 専修学校（一般課程）等入学者 25 0.0 △  30.6 36 0.1 157.1

専修学校（一般課程） 2 0.0 △  50.0 4 0.0 皆増

各　　種　　学　　校 23 0.0 △  28.1 32 0.0 128.6

11 0.0 △  38.9 18 0.0 △ 5.3

Ｅ 就職者等 46 0.1 0.0 46 0.1 53.3

無期雇用労働者(b) 101 0.1 △  45.7 186 0.3 8.8

10 0.0 42.9 7 0.0 △  12.5

11 0.0 △  8.3 12 0.0 △  53.8

Ｆ 前記以外の者、Ｇ 不詳・死亡の者 630 0.9 0.6 626 0.9 △ 0.5

64,611 92.7 △ 0.8 65,152 92.8 △ 2.1

41 0.1 28.1 32 0.0 88.2

9 0.0 200.0 3 0.0 △ 50.0

197 0.3 △ 26.2 267 0.4 19.2

高等学校等入学志願者　1） 64,996 65,492

高 等 学 校 等 進 学 率 98.6 98.4

　　　　　男 98.5 98.3

　　　　　女 98.7 98.6

92.7 92.8

　　　　　男 92.0 91.7

　　　　　女 93.4 94.0

卒業者に占める就職者総数の割合　2) 0.3 0.4

　　　　　男 0.4 0.6

　　　　　女 0.1 0.1

注1）高等学校等入学志願者には、通信制高等学校入学志願者を含みません。

単位：人,％
2020　年　3　月 2019　年　3　月

卒 業 者 数（A+B+C+D+E+F+G)

Ｄ 公共職業能力開発施設等入学者

注2）｢卒業者に占める就職者の割合｣とは,卒業者のうち｢自営業主等(a)+無期雇用労働者(b)｣＋｢左記A,B,C,D

のうち就職している者(再掲)(c)｣+「左記E有期雇用労働者のうち雇用契約期間が一年以上，かつフルタイム勤

務相当の者（再掲）(d)」の占める比率です｡

Eの有期雇用労働者のうち雇用契約期間が

一年以上、かつフルタイム勤務相当の者

（再掲）(d）

就職者（再掲）(a,b,c,d）

通 信 制 課 程 を 除 く

高 等 学 校 等 進 学 率

 区                         分

自営業主等(a）

有期雇用労働者（雇用契約

期間が一か月以上の者）

臨時労働者

Aのうち通信制課程を除く進学者(再掲)

A,B,C,Dのうち就職している者(再掲)(c）
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図２－１ 愛知県及び全国の高等学校等進学率及び就職率の推移（中学校）  
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表２－２ 専修学校（高等課程）進学者数等の推移（中学校） 

単位：人

専修学校
（一般課程）

2016年3月 116 30 1 29 46

2017 134 30 1 29 28

2018 171 14 - 14 19

2019 158 36 4 32 18

2020 161 25 2 23 11

区     分
専修学校

（高等課程）
専修学校

（一般課程）等 各種学校
公共職業能力
開発施設等

 

 

オ 就職者数 

就職者数は 197 人（男子 152 人、女子 45 人）で、前年に比べ 70 人（26.2％）減

少しました。 

卒業者に占める就職者の割合は 0.3％で、前年と比べ 0.1 ポイント低下しました。

男女別にみると、男子は 0.4％、女子は 0.1％で、前年に比べ男子は 0.2 ポイント

低下し、女子は同率となりました。なお、全国平均は 0.2％となりました。 

就職先を産業別にみると、第１次産業は０人（構成比 0.0％）、第２次産業は 118

人（同 59.9％）、第３次産業は 63 人（同 32.0％）となりました。また、構成比を

前年と比べると、第１次産業は 0.7 ポイント低下し、第２次産業は 4.5 ポイント上

昇し、第３次産業は 7.7 ポイント低下となりました。 

就職先を県内・県外別にみると、県内は 182 人（構成比 92.4％）、県外は 15 人

（同 7.6％）となりました。県内就職率は 92.4％（全国第８位）で、前年に比べ

2.4 ポイント低下しました。         （表２－１,表２－３,図２－１） 
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表２－３ 産業別・県内県外別就職者（中学校） 

単位：人 ,％

197 100.0 △ 26.2 152 45 267 100.0 19.2 217 50

第 1 次 産 業 0 0.0 △ 100.0 0 0 2 0.7 △ 33.3 2 -

第 2 次 産 業 118 59.9 △ 20.3 107 11 148 55.4 28.7 138 10

第 3 次 産 業 63 32.0 △ 40.6 37 26 106 39.7 19.1 69 37

前記以外のもの 16 8.1 45.5 8 8 11 4.1 △ 35.3 8 3

182 92.4 △ 28.1 140 42 253 94.8 17.7 208 45

15 7.6 7.1 12 3 14 5.2 55.6 9 5

対前年

増減率
男 女

区 分 対前年

増減率
男 女 計 構 成 比

2020　年　3　月 2019　年　3　月

就 職 者

県 内

県 外

計 構 成 比

 

 

２ 義務教育学校 

卒業者数は３人（男子２人、女子１人）で、進路別にみると、高等学校等進学者は

３人（構成比 100.0％）となりました。進学先をみると、高等学校全日制は２人、同

通信制は１人の順となりました。 

 

３ 高等学校 

（１）卒業者数  

卒業者数は 63,287 人（男子 32,189 人、女子 31,098 人）で、前年に比べ 1,066

人（1.7％）減少し、３年連続の減少となりました。 

進路別にみると、大学等進学者は 37,368 人（構成比 59.0％）、就職者等は 12,500

人（同 19.8％）、専修学校（専門課程）進学者は 8,410 人（同 13.3％）、専修学

校（一般課程）等入学者は 2,944 人（同 4.7％）、公共職業能力開発施設等入学者

は 75 人（同 0.1％）、前記以外の者等は 1,990 人（同 3.1％）となりました。 

なお、大学等進学者、専修学校（専門課程）進学者、専修学校（一般課程）等入

学者及び公共職業能力開発施設等入学者のうち就職している者 16 人（同 0.0％）

を含む就職者数は 12,264 人となりました。            （表２－４） 

 

（２）進路状況 

ア 大学等進学者数  

大学等進学者数は 37,368 人（男子 18,491 人、女子 18,877 人）で、前年に比べ

６人（0.0％）減少しました。 

進学先をみると、大学（学部）は 34,821 人（大学等進学者数の 93.2％）、短期

大学（本科）は 2,349 人（同 6.3％）、高等学校の専攻科は 179 人（同 0.5％）の

順となりました。 

大学等進学率は 59.0％（全国第８位）で、前年に比べ 0.9 ポイント上昇し、２

年ぶりの上昇となりました。これを男女別にみると、男子は 57.4％、女子は 60.7％

で、前年に比べ男子は 1.7 ポイント、女子は 0.3 ポイント上昇となりました。なお、

全国平均は 55.8％（男子 53.2％、女子 58.3％）となりました。（表２－４,図２－２） 
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表２－４ 進路別卒業者数（高等学校） 

単位：人 ,％

2020　年　3　月 2019　年　3　月

構 成 比 対 前 年 増 減率 構 成 比 対 前 年 増 減率

63,287 100.0 △   1.7 64,353 100.0 △   0.5

Ａ  大学等進学者 1) 37,368 59.0 △   0.0 37,374 58.1 △   0.7

大学（学部） 34,821 55.0 0.6 34,617 53.8 △   0.3

短期大学（本科） 2,349 3.7 △   8.6 2,569 4.0 △   6.4

大学・短期大学の

通信教育部及び放送大学
15 0.0 7.1 14 0.0 0.0

その他 183 0.3 5.2 174 0.3 2.4

Ｂ  専修学校（専門課程）進学者 8,410 13.3 3.6 8,119 12.6 0.9

Ｃ  専修学校（一般課程）等入学者 2,944 4.7 △   19.7 3,667 5.7 △   4.4

専修学校（一般課程）等 811 1.3 △   9.8 899 1.4 33.2

各　　種　　学　　校 2,133 3.4 △   22.9 2,768 4.3 △   12.4

Ｄ  公共職業能力開発施設等入学者 75 0.1 △　7.4 81 0.1 △　6.9

Ｅ 就職者等2) 1,062 1.7 …

無期雇用労働者(b） 11,039 17.4 …

241 0.4 …

158 0.2 …

F 前記以外の者、G 不詳・死亡の者 1,990 3.1 △   2.5 2,040 3.2 △   1.3

16 0.0 …

自営業主等・無期雇用労働者 8 0.0 …

雇用契約期間が一年以上、か
つフルタイム勤務相当の者

8 0.0 …

147 0.2 … … … …

12,264 19.4 … 12,662 19.7 0.3

大 学 等 入 学 志 願 者 40,707 41,245

大 学 等 進 学 率 59.0 58.1

　　　　　男 57.4 55.7

　　　　　女 60.7 60.4

59.0 58.1

　　　　　男 57.4 55.7

　　　　　女 60.7 60.4

卒業者に占める就職者の割合　3）　4） 19.4 19.7

　　　　　男 23.1 23.4

　　　　　女 15.6 16.0

注1)大学等入学志願者とは、大学（学部）及び短期大学（本科）の入学志願者の合計です。
注2)2020年に就職者等欄、就職している者（再掲）欄の項目について見直しがあった。

注4）2019年3月の就職者の割合は、昨年の計算方法により表した数値であるため、注2の計算とは異なります。

Eの有期雇用労働者のうち雇用契約期間が

一年以上、かつフルタイム勤務相当の者（再掲）

2)　(d）

就職者(再掲）（a,b,c,d）

通信教育部を除く大 学 等 進 学 率

注3）｢卒業者に占める就職者の割合｣とは、卒業者のうち｢自営業主等(a)+無期雇用労働者(b)｣＋｢左記A,B,C,Dのうち就職している者
(再掲)(c)｣+「左記E有期雇用労働者のうち雇用契約期間が一年以上，かつフルタイム勤務相当の者（再掲）(d)」の占める比率です｡

臨時労働者

A,B,C,Dのうち就職している者（再掲） 2)  (c）

6 0.0 △　72.7

区                  分

卒 業 者 数（A+B+C+D+E+F+G)

自営業主等(a）

13,072 20.3 4.8有期雇用労働者（雇用契約期間

が一か月以上の者）

 

 

イ 専修学校（専門課程）進学者数  

専修学校（専門課程）進学者数は 8,410 人（男子 3,019 人、女子 5,391 人）で、

前年に比べ 291 人（3.6％）増加し、卒業者数の 13.3％を占めました。 

（表２－４,表２－５,図２－３） 
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図２－２ 愛知県及び全国の大学等進学率及び就職率の推移（高等学校） 
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図２－３ 専修学校（専門課程）進学率の推移（高等学校）  
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ウ 専修学校（一般課程）等入学者数  

専修学校（一般課程）等入学者数は 2,944 人（男子 1,924 人、女子 1,020 人）で、

前年に比べ 723 人（19.7％）減少し、卒業者数の 4.7％を占めました。 

入学先をみると、専修学校（一般課程）等は 811 人、各種学校は 2,133 人で、前

年に比べ専修学校（一般課程）等は 88 人（9.8％）、各種学校は 635 人（22.9％）

減少しました。卒業者数に占める割合は専修学校（一般課程）等が 1.3％、各種学

校が 3.4％となりました。               （表２－４,表２－５） 
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エ 公共職業能力開発施設等入学者数  

  公共職業能力開発施設等入学者数は 75 人（男子 64 人、女子 11 人）で、前年に

比べ６人（7.4％）減少し、卒業者数の 0.1％を占めました。（表２－４,表２－５） 

表２－５ 専修学校（専門課程）進学者数等の推移（高等学校）  

単位：人

　　
専修学校

（一般課程）等

2016年3月 8,195 3,452 605 2,847 82

2017 8,212 4,033 667 3,366 103

2018 8,045 3,835 675 3,160 87

2019 8,119 3,667 899 2,768 81

2020 8,410 2,944 811 2,133 75

区   分
専修学校

（専門課程）
専修学校

（一般課程）等 各種学校
公共職業能力
開発施設等

 

オ 就職者数  

就職者数は 12,264 人（男子 7,422 人、女子 4,842 人）となりました。 

卒業者に占める就職者の割合は 19.4％で、これを男女別にみると、男子は 23.1％、

女子は 15.6％となりました。全国平均は 17.4％となりました。 

就職先を産業別にみると、製造業は 6,912 人（構成比 56.4％）、卸売業、小売

業は 973 人（同 7.9％）、建設業は 753 人（同 6.1％）の順となりました。 

就職先を職業別にみると、生産工程従事者は 6,666 人（構成比 54.4％）、事務

従事者は 1,526 人（同 12.4％）、サービス職業従事者は 1,122 人（同 9.1％）の順

となりました。これを男女別にみると、男子は生産工程従事者が 4,953 人（同

66.7％）で、就職者の 60％以上を占めました。女子は生産工程従事者が 1,713 人

（同 35.4％）、事務従事者が 1,313 人（同 27.1％）、サービス職業従事者が 832

人（同 17.2％）の順で、この３職種で就職者の 70％以上を占めました。 

就職先を県内県外別にみると、県内は 11,723 人（構成比 95.6％）、県外は 541

人（同 4.4％）となりました。県内就職率は 95.6％（全国第１位）となりました。 

        （表２－４,表２－６,図２－４） 

図２－４ 産業別就職者の割合（高等学校） 
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表２－６ 職業別・県内県外別就職者数（高等学校） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 中等教育学校 

（１）前期課程 

卒業者数は 88 人（いずれも男子）で、進路別にみると、高等学校等進学者は 87

人（構成比 98.9％）、前記以外の者は１人（構成比 1.1％）となりました。進学先

をみると、中等教育学校後期課程全日制は 86 人、高等学校全日制は１人の順とな

りました。 

（２）後期課程 

卒業者数は、119 人（いずれも男子）で、進路別にみると、大学等進学者は 80 人（構

成比 67.2％）、専修学校（一般課程）等入学者は 35 人（同 29.4％）、前記以外の者

等は４人（同 3.4％）となりました。進学先・入学先をみると、大学（学部）は 80

人、各種学校が 35 人の順となりました。 

５ 通信制高等学校 

（１）卒業者数  

2019 年度間の卒業者数は、2,344 人（男子 1,578 人、女子 766 人）で、前年度間に

比べ 187 人増加しました。進路別にみると、専修学校（専門課程）進学者は 836 人（構

成比 35.7％）、就職者等は 766 人（同 32.7％）、大学等進学者は 236 人（同 10.1％）、

専修学校（一般課程）等入学者は 10 人（同 0.4％）、公共職業能力開発施設等入学者

は５人（同 0.2％）、前記以外の者等は 491 人（同 20.9％）となりました。 

（表２－７） 
 

（２）進路状況 

  ア 大学等進学者数  

    大学等進学者数は 236 人（男子 146 人、女子 90 人）となりました。 

   進学先をみると、大学（学部）は 170 人、短期大学（本科）は 52 人、大学・短期大

学の通信教育部及び放送大学は 10 人の順となりました。       （表２－７） 

  イ 専修学校（専門課程）進学者数  

   専修学校（専門課程）進学者数は 836 人（男子 654 人、女子 182 人）となりました。 

（表２－７） 
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  ウ 専修学校（一般課程）等入学者数   

   専修学校（一般課程）等入学者数は 10 人（男子５人、女子５人）で、入学先は専修

学校（一般課程）は２人、各種学校は８人となりました。       （表２－７） 

  エ 公共職業能力開発施設等入学者数  

   公共職業能力開発施設等入学者数は５人（いずれも男子）となりました。 

                               （表２－７） 

  オ 就職者数 

   就職者数は 707 人（男子 512 人、女子 195 人）となりました。 

   就職先を産業別にみると、製造業は 253 人（構成比 35.8％）、宿泊業、飲食サービ

ス業は 112 人（同 15.8％）、建設業は 67 人（同 9.5％）の順となりました。 

就職先を職業別にみると、生産工程従事者は 286 人（構成比 40.5％）、サービス職

業従事者は 191 人（同 27.0％）、建設・採掘従事者は 59 人（同 8.3％）の順となり

ました。                                    （表２－７） 

表２－７ 進路別卒業者数（通信制高等学校） 

単位：人 ,％

2020　年　3　月 2019　年　3　月

構 成 比 構 成 比

2,344 100.0 2,157 100.0
Ａ  大学等進学者　1) 236 10.1 297 13.8

大学（学部） 170 7.3 207 9.6
短期大学（本科） 52 2.2 74 3.4
大学・短期大学の
通信教育部及び放送大学

10 0.4 12 0.6

その他 4 0.2 4 0.2
Ｂ  専修学校（専門課程）進学者 836 35.7 677 31.4
Ｃ  専修学校（一般課程）等入学者 10 0.4 16 0.7

専修学校（一般課程）等 2 0.1 8 0.4
各　　種　　学　　校 8 0.3 8 0.4

Ｄ  公共職業能力開発施設等入学者 5 0.2 8 0.4
Ｅ 就職者等 2)  自営業主等(a） 15 0.6

無期雇用労働者(b） 637 27.2

有期雇用労働者（雇用契約期間が一か
月以上の者）

113 4.8

臨時労働者 1 0.0
F 前記以外の者、G 不詳・死亡の者 491 20.9 534 24.8

0 0.0
自営業主等・無期雇用労働者 0 0.0

雇用契約期間が一年以上、かつフルタ
イム勤務相当の者

0 0.0

55 2.3 … …

707 30.2 628 29.1
注1)大学等入学志願者とは、大学（学部）及び短期大学（本科）の入学志願者の合計です。

Eの有期雇用労働者のうち雇用契約期間が
一年以上、かつフルタイム勤務相当の者（再掲）　2)  (d）

就職者(再掲）（a,b,c,d）

注2)2020年に就職者等欄、就職している者（再掲）欄の項目について見直しがあった。

625 29.0

A,B,C,Dのうち就職している者（再掲） 2)  (c）

3 0.1

区                  分

卒 業 者 数（A+B+C+D+E+F+G)
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６ 特別支援学校中学部  

中学部卒業者数は 501 人（視覚障害９人、聴覚障害 27 人、知的障害 340 人、肢体

不自由 120 人、病弱・身体虚弱５人）で、進路別にみると、高等学校等進学者は 488

人（構成比 97.4％）、前記以外の者等は 13 人（同 2.6％）となりました。 

高等学校等進学者を障害種別にみると、視覚障害は９人、聴覚障害は 27 人、知的

障害は 332 人、肢体不自由は 117 人、病弱・身体虚弱は３人となりました。（図２－５） 

 
７ 特別支援学校高等部  

高等部卒業者数は 1,182 人（視覚障害 11 人、聴覚障害 37 人、知的障害 997 人、肢

体不自由 135 人、病弱・身体虚弱２人）で、進路別にみると、就職者等は 387 人（構

成比 32.7％）、大学等進学者は 20 人（同 1.7％）、公共職業能力開発施設等入学者

は 17 人（同 1.4％）、専修学校（一般課程）等進学者は４人（同 0.3％）、前記以外

の者等は 754 人（同 63.8％）となりました。 

大学等進学者を障害種別にみると、視覚障害は２人、聴覚障害は 16 人、肢体不自

由は２人で、進学先は大学（学部）へ視覚障害が２人、聴覚障害が８人、肢体不自由

が２人、特別支援学校高等部（専攻科）へ聴覚障害が８人となりました。 

公共職業能力開発施設等入学者を障害種別にみると、知的障害が 17 人となりまし

た。 

専修学校（一般課程）等進学者を障害種別にみると、視覚障害は１人、聴覚障害は

１人、知的障害が２人となりました。 

なお、就職者数（進学者または入学者のうち就職している者を含む）は 329 人で、

障害種別にみると、視覚障害が１人、聴覚障害は 13 人、知的障害は 307 人、肢体不

自由は８人となりました。就職先を産業別にみると、製造業は 156人（構成比 47.4％）、

サービス業（他に分類されないもの）は 54 人（同 16.4％）、卸売業、小売業は 33 人

（同 10.0％）、医療、福祉は 15 人（同 4.6％）の順となりました。  （図２－６） 

図２－５ 進路別卒業者の割合 

（特別支援学校中学部） 

図 ２－６ 進路別卒業者の割合 

（特別支援学校高等部） 

高等学校等進学者

97.4%

前記以外の者等

2.6%

就職者等

32.7%
大学等進学者

1.7%

公共職業能

力開発施設

等入学者

1.4%

専修学校(一般課程)等入学者

0.3%

前記以外の者等

63.8%

総 数 501人 総 数 1,182人

 



(40） 

 

Ⅲ  不就学学齢児童生徒調査 

 

１ 就学免除者・就学猶予者  

市町村教育委員会から就学の免除又は就学の猶予を受けている者は、学齢児童（６～

11 歳）では就学免除者が３人、就学猶予者が 35 人、学齢生徒（12～14 歳）では就学免

除者が７人、就学猶予者が 12 人となりました。 

理由別にみると、学齢児童では就学免除者は重国籍のためが３人で、就学猶予者は重

国籍のためが 23 人、病弱・発育不完全が２人、その他が 10 人となりました。また、学

齢生徒では就学免除者は重国籍のためが６人、病弱・発育不完全が１人で、就学猶予者

は重国籍のためが 10 人、その他が２人となりました。         （表３－１） 

 

２ 居所不明者・死亡者  

１年以上居所不明者は学齢児童が５人、学齢生徒が４人で、前年度に比べそれぞれ１

人増加しました。 

2019 年度間の児童・生徒の死亡者数は学齢児童が 22 人、学齢生徒が 17 人で、前年度

間に比べ学齢児童は１人、学齢生徒は３人それぞれ減少しました。    （表３－１） 

 

表３－１ 不就学学齢児童生徒数の推移 

単位：人

就　学　免　除　者 就　学　猶　予　者 １年以上居所不明者数 前年度間死亡者数
区　　分 学　齢 学　齢 学　齢 学　齢 学　齢 学　齢 学　齢 学　齢

児　童 生　徒 児　童 生　徒 児　童 生　徒 児　童 生　徒

2016年度 6 4 23 6 8 5 25 18

2017 7 4 30 8 14 4 20 8

2018 7 6 30 9 7 - 20 15

2019 1 5 34 8 4 3 23 20

2020 3 7 35 12 5 4 22 17  

 


